
（複数回答可、「その他」については、内容をお答えください。）

事業名

対象者

事業概要

・胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、結核検診、子宮頚がん検診、乳がん検診、前立腺がん検診、

胃がんリスク検査、肝炎ウイルス検査、歯周病検診、腹部超音波検査を実施し、各種がんや疾病の早期発

見・早期治療を目的としている。

・精密検査となった方の受診勧奨を個別に行っている。

各種がん検診

４　高齢期

５　その他

　　 その他の内容

市町村健康増進計画等の推進に係る取組について

１　住民全体

２　出生～児童・青年の世代

３　働く世代

市町村名 木城町
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参加者数 915人（全受診者数）

事業予算 8,830,150

事業効果等

〇R3年度　受診者数／対象者数（受診率）

子宮頚がん検診：209人／2094人（10%）　乳がん検診：211人／1677人(12.6%)

肺がん検診：42人／3132人(1.3%)　　　　　   胃がん検診：78人／3132人(2.5%)

大腸がん検診：375人／3128人(12%)

〇R2年度　受診者数／対象者数（受診率）

子宮頚がん検診：199人／2132人(9.3%)　　 乳がん検診：182人／1669人(10.9%)

肺がん検診：41人／3114人(1.3%)　　　　　 　胃がん検診：61人／3109人(2%)

大腸がん検診：340人／3104人(11%)

令和２年度はコロナウイルスの影響もあり受診者数は減少傾向であったが、全体的に令和３年度は受診者

数が増加している。受診率は前年度と比較し、低下しているものもある。

2



課題等

・令和３年度は令和２年度と比較し、受診者数は増加しているが、受診率は低下しているものもある。

・国の目標である、受診率50%以上には及ばないので、今後も受診勧奨方法や検診の実施体制を工夫す

る必要がある。

・受診者の傾向として、60代～80代の年齢層が多く、20代～40代が少ない。病気の早期発見・早期治療

という観点から、多くの若年層に受診してもらえるように、勧奨の対象者や検診日（休日の検診日を増加な

ど）の拡充を検討する。

写真・グラフ等
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